
 









別記様式（第 14 条関係） 

 
 

    令和６年５月 21 日 

 

 

 

政策調整会議付議依頼書 

 

 

 

依頼者名    総合政策部長   

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14 条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 令和７年度国家及び大阪府予算に対する要望について 

付議の目的 
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。） 

令和７年度の予算編成に向け、国家及び大阪府に対し、本市独

自の重要課題について要望活動を行うにあたり、効果的かつ効

率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第３条第

９号（国、大阪府等に対する要望、意見等に関する事項）に基づき

付議するものです。 

説明者 

田中企画課長 

大山分権担当主幹 

上田主任 

坂根担当員 

付議事項の概要 様式別紙に記載 

 



別紙

★取組の目的

★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 個別目標

個別目標の方向性

行政の役割

★現状と課題

（単位：千円）
予算額

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

0 0 0 0 0
        

★当該事項に関連する人員増の必要性 ※

R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

★取組の効果を表す指標

単位 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

①

②

※事業費及び人員を確約するものではない。

計

0

＜現状＞
国及び大阪府の厳しい財政状況により、国及び大阪府から本市への補助金の減少が懸念されるほか、本市における大阪府の各種整備事業が進んで
いない状況にある。

＜課題＞
国及び大阪府からの補助金の減少は、本市事業の推進の遅延原因となり、大阪府の本市における各種整備事業の遅延は、市民の住環境等に大きく影
響を及ぼすため、継続して国及び大阪府に要望する必要がある。なお、要望事項については、本市独自の課題に精査している。

人員増の必要性

その他

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額

対象 国及び大阪府

どのような
状態を目指す

国及び大阪府の予算に対する本市の要望を的確に各大阪府議会議員団に伝え、要望内容が可能な限り実現されることで、本市
の施策・事業の推進と市民生活の向上をめざす。

6020202

（コードは「将来ビジョン・岸和
田（体系）」シートを参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

目標値

指標名

付議会議

付議事項

令和６年度　　第２回会議

令和７年度国家及び大阪府予算に対する要望について

無

実施中の取組及び予定する事項

みんなでつくる持続可能なまち

持続可能で信頼される行政になっている

② 適正で効率的かつ効果的な業務の実施を進める

広域的視点をもって、時代に応じた施策を積極的に推進する


